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1.  平成21年12月期第1四半期の連結業績（平成21年1月1日～平成21年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年12月期第1四半期 42,661 ― 791 ― 1,221 ― 981 ―

20年12月期第1四半期 45,768 △3.8 1,135 △37.0 937 △49.5 242 △75.5

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

21年12月期第1四半期 20.52 ―

20年12月期第1四半期 5.08 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

21年12月期第1四半期 134,775 80,709 59.7 1,682.81
20年12月期 145,028 79,993 55.0 1,666.23

（参考） 自己資本   21年12月期第1四半期  80,502百万円 20年12月期  79,711百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年12月期 ― 14.00 ― 14.00 28.00

21年12月期 ―

21年12月期 
（予想）

14.00 ― 14.00 28.00

3.  平成21年12月期の連結業績予想（平成21年1月1日～平成21年12月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

86,000 ― 600 ― 800 ― △1,000 ― △20.90

通期 180,000 △0.7 3,500 1.6 3,900 25.7 500 ― 10.45
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ「定性的情報・財務諸表等 ４．その他」をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、４ページ「定性的情報・財務諸表等 ４．その他」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実勢の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異な
る場合があります。 
 業績予想に関しましては添付資料の４ページをご参照ください。 
 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準
適用指針第14号）を適用しております。また「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年12月期第1四半期 50,797,651株 20年12月期  50,797,651株

② 期末自己株式数 21年12月期第1四半期  2,959,359株 20年12月期  2,958,087株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年12月期第1四半期 47,839,104株 20年12月期第1四半期 47,843,245株
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 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国に端を発した世界的な金融危機の拡大により、実体経済も

大きく影響を受け、輸出の大幅な減少、雇用情勢の悪化、個人消費の停滞など景気後退がより顕著になってまいりま

した。  

 住宅設備業界におきましては、新設住宅着工数の落ち込みに加え既設の取替需要も低迷し、需要の減少傾向が続き

非常に厳しい状況で推移いたしました。 

 このような状況のもと、当社グループは第三次中期経営計画を修正し、その中でコスト構造を全社的に見直し売上

拡大に依存しない競争力のある体質に変革すること、また成長に向けた仕掛けを行い、「国内事業の再構築」「海外

事業の確立」「新規事業の開発」の３大政策を実行し持続的成長につなげることを決め、具体的活動に着手いたしま

した。 

 この結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は426億61百万円（前年同期比6.8％減）となりました。利益

面につきましては、原価低減、経費削減に注力しましたが、売上の減少を補うことができず、また、棚卸資産の評価

に関する会計基準の適用も影響し、営業利益は７億91百万円（同30.3％減）となりましたが、為替の影響により経常

利益は12億21百万円（同30.3％増）となりました。また、連結四半期純利益は投資有価証券評価損12億45百万円を計

上しましたが、繰越欠損金に対する繰延税金資産の計上により９億81百万円（同304.0％増）となりました。 

 なお、前年同期比は参考として記載しております。  

  

 事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。 

① 温水・空調機器 

 温水・空調機器分野では、高効率ガス温水機器「ユコアＧＴエコジョーズ」、「ユコアＧＴＨエコジョーズ」など

環境配慮商品が好調に販売台数を伸ばしましたが、需要の減少、販売競争の激化により国内温水・空調機器売上は減

少しました。一方、海外では米国、中国とも景気悪化による市場の冷え込みの影響を受け、計画を下回る結果となり

ました。 

 その結果、全体の売上高は311億76百万円（前年同期比8.1％減）、営業利益は11億75百万円（同34.3％減）となり

ました。 

② 住設システム機器 

 住設システム機器分野では、販売体制の強化を図り、浴槽自動洗浄機能付システムバス「Ｒｉｚ（リズ）」など独

自性のある商品を軸に販売拡大を目指しましたが、需要の減少、販売競争の激化によりシステムバス、システムキッ

チン、洗面化粧台のいずれも販売台数を減少させ、売上高は42億35百万円（同8.5％減）、営業損失は５億５百万円

（前年同期は４億79百万円の営業損失）となりました。 

③ 厨房機器 

 厨房機器分野では、需要の減少により全体の販売台数は減少しましたが、取替えが増加したことにより、売上高は

54億２百万円（前年同期比5.6％増）、営業損失は１億11百万円（前年同期は３億17百万円の営業損失）となりまし

た。 

④ その他事業 

 その他事業では、エレクトロニクス関連部品の販売が減少し、売上高は19億92百万円（前年同期比13.2％減）、営

業利益は２億32百万円（同50.6％増）となりました。 

  

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報
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 当第１四半期連結会計期間末の総資産残高は、 1,347億75百万円（前連結会計年度末比102億52百万円減）となり

ました。流動資産は、受取手形及び売掛金が減少したこと等により694億７百万円（同98億54百万円減）となりまし

た。また、固定資産は、投資有価証券が減少したこと等により653億68百万円（同３億98百万円減）となりました。 

 負債につきましては、支払手形及び買掛金の減少や短期借入金が減少したこと等により540億65百万円（同109億69

百万円減）となりました。 

 少数株主持分を含めた純資産につきましては、利益剰余金の増加等により807億９百万円（同７億16百万円増）と

なりました。 

  

（キャッシュ・フローの状況） 

 当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物は（以下「資金」という。）は、90億86百万円と前連結会

計年度末に比べ17億30百万円の減少となりました。 

 当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 主に減価償却費13億10百万円、投資有価証券評価損12億45百万円、売上債権の減少額56億70百万円及びたな卸資産

の減少額23億18百万円等による資金の増加と、仕入債務の減少額46億24百万円、法人税等の支払額４億81百万円等に

よる資金の減少により、営業活動によって得られた資金は51億64百万円となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 主に有価証券の売却・償還５億円等による資金の増加と、有価証券の取得１億67百万円及び有形固定資産の取得14

億19百万円等による資金の減少により、投資活動によって支出した資金は11億43百万円となりました。  

（財務活動によるキャッシュ・フロー）  

 主に短期借入金の純減少52億14百万円、配当金の支払額６億70百万円等による資金の減少により、財務活動によっ

て支出した資金は58億92百万円となりました。 

  

 現時点における業績予想につきましては、平成21年２月12日に公表いたしました予想と変更はありません。 

  

該当事項はありません。 

   

① 一般債権の貸倒見積り高の算定方法 

 当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認め

られるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

② たな卸資産の評価方法 

 当第１四半期連結会計期間末のたな卸高の算出に関しては、実地たな卸を省略し、前連結会計年度末の実地

たな卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

 また、たな卸資産の簿価切下げに関しては、連結子会社において収益性の低下が明らかなものについてのみ

正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。  

③ 固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。 

  

２．連結財政状態に関する定性的情報

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用
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① 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に

関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務

諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

② 当第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月

５日）を適用しております。 

 これにより、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益がそれぞれ３億85百万円減少し、税金等調整

前四半期純損失が３億85百万円増加しております。   

③ 「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第18号 平成18

年５月17日）を当第１四半期連結会計期間から適用し、連結決算上必要な修正を行っております。 

 なお、この変更に伴う損益に与える影響はありません。 

④ 所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっ

ておりましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審議

会第一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適

用指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会 会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））が平

成20年４月１日以後開始する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用することができることになった

ことに伴い、当第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る方法に準じ

た会計処理によっております。また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の減価償却の

方法については、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。なお、リース

取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、引き続き通常の賃貸借取引

に係る方法に準じた会計処理によっております。 

 この変更に伴う損益に与える影響はありません。 

⑤ 従来、売上原価で処理しておりましたアフターサービスにかかわる無償部品原価について、より適正な期間

損益計算を実施するために当第１四半期連結会計期間より販売費及び一般管理費で処理しております。この変

更により、従来の方法によった場合に比べて売上総利益は１億90百万円増加しておりますが、営業利益、経常

利益及び税金等調整前四半期純損失に与える影響はありません。 

  

（追加情報） 

 有形固定資産の耐用年数の変更 

 機械装置については、従来、主な耐用年数を８～15年としておりましたが、法人税法の改正による法定耐用

年数の変更に伴い、耐用年数を見直した結果、第１四半期連結会計期間より８～11年に変更しました。 

 これにより当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益がそれぞれ36百万円減少し、税金等調整前四半

期純損失が36百万円増加しております。  

  

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年３月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 9,176 11,406

受取手形及び売掛金 42,021 47,308

たな卸資産 10,880 12,953

その他 7,768 8,033

貸倒引当金 △439 △440

流動資産合計 69,407 79,261

固定資産   

有形固定資産 30,987 30,886

無形固定資産 2,996 3,354

投資その他の資産   

投資有価証券 17,527 19,386

その他 14,276 12,554

貸倒引当金 △419 △415

投資その他の資産合計 31,383 31,525

固定資産合計 65,368 65,767

資産合計 134,775 145,028

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 28,563 32,817

短期借入金 2,433 7,543

未払法人税等 468 656

賞与引当金 1,923 765

役員賞与引当金 － 4

製品保証引当金 470 411

製品事故処理費用引当金 563 685

その他 7,459 9,970

流動負債合計 41,881 52,855

固定負債   

退職給付引当金 7,542 7,642

役員退職慰労引当金 54 152

その他 4,587 4,383

固定負債合計 12,183 12,179

負債合計 54,065 65,034
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年３月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 20,167 20,167

資本剰余金 22,956 22,956

利益剰余金 43,929 43,617

自己株式 △5,064 △5,062

株主資本合計 81,989 81,679

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △1,313 △1,264

繰延ヘッジ損益 △158 △291

為替換算調整勘定 △14 △412

評価・換算差額等合計 △1,486 △1,967

少数株主持分 207 282

純資産合計 80,709 79,993

負債純資産合計 134,775 145,028
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年３月31日) 

売上高 42,661

売上原価 30,532

売上総利益 12,128

販売費及び一般管理費 11,336

営業利益 791

営業外収益  

受取利息 21

受取配当金 7

為替差益 312

その他 246

営業外収益合計 587

営業外費用  

支払利息 20

その他 137

営業外費用合計 157

経常利益 1,221

特別利益  

固定資産売却益 0

特別利益合計 0

特別損失  

固定資産処分損 45

投資有価証券評価損 1,245

その他 0

特別損失合計 1,292

税金等調整前四半期純損失（△） △70

法人税、住民税及び事業税 414

法人税等調整額 △1,468

法人税等合計 △1,054

少数株主利益 2

四半期純利益 981

㈱ノーリツ（5943）平成21年12月期　第１四半期決算短信

－8－



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △70

減価償却費 1,310

投資有価証券評価損益（△は益） 1,245

売上債権の増減額（△は増加） 5,670

たな卸資産の増減額（△は増加） 2,318

仕入債務の増減額（△は減少） △4,624

法人税等の支払額 △481

その他 △203

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,164

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有価証券の取得による支出 △167

有価証券の売却及び償還による収入 500

有形固定資産の取得による支出 △1,419

その他 △57

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,143

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） △5,214

配当金の支払額 △670

その他 △7

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,892

現金及び現金同等物に係る換算差額 142

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,730

現金及び現金同等物の期首残高 10,816

現金及び現金同等物の四半期末残高 9,086
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 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

 当第１四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年３月31日） 

（注）１．事業区分の方法 

事業は、製品及び市場の類似性を考慮して区分しております。 

２．各区分の主要な事業内容 

  

 当第１四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年３月31日） 

 全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合がいずれも90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。 

  

 当第１四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年３月31日） 

 連結売上高に占める「海外売上高」の割合が10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。  

  

 該当事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  

温水・空

調機器 

(百万円)

住設シス

テム機器

(百万円)

厨房機器

(百万円)

その他事

業 

(百万円)

計 

(百万円) 

消去又は

全社 

(百万円) 

連結 

(百万円)

Ⅰ．売上高及び営業利益               

売上高               

(1)外部顧客に対する売上

高 
31,046 4,235 5,402 1,976 42,661 － 42,661

(2)セグメント間の内部売

上又は振替高 
130 － － 16 146 (146) －

計 31,176 4,235 5,402 1,992 42,807 (146) 42,661

営業費用 30,001 4,740 5,513 1,760 42,016 (146) 41,869

営業利益（△損失） 1,175 △505 △111 232 791 － 791

事業区分 主要製品  

温水・空調機器 

ガス温水関連機器（ガスふろ給湯器、ガス給湯器、ガスふろがま、ガス温水暖房

機） 

オイル・空調関連機器（石油ふろ給湯機、石油給湯機、石油温水暖房機、太陽熱

温水機器、暖房端末機器） 

外注工事関連、修理サービス 

住設システム機器 
システムバス、システムキッチン、洗面化粧台、浴槽、ろ過システム 

外注工事関連、修理サービス 

厨房機器 
コンロ、食器洗浄乾燥機、オーブンレンジ、小型湯沸器 

外注工事関連、修理サービス 

その他事業 コンポーネント事業関連部品、新規事業 

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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「参考資料」  

前年同四半期に係る財務諸表等 

（１）（要約）四半期連結損益計算書 

前第１四半期連結累計期間 

科目 

前年同四半期連結累計期間
（自 平成20年１月１日 

  至 平成20年３月31日） 

金額（百万円）

Ⅰ 売上高  45,768

Ⅱ 売上原価  32,040

売上総利益  13,728

Ⅲ 販売費及び一般管理費  12,592

営業利益  1,135

Ⅳ 営業外収益  348

受取利息及び受取配当金  67

その他  280

Ⅴ 営業外費用  545

支払利息  39

その他  506

経常利益  937

Ⅵ 特別利益  1

Ⅶ 特別損失  26

税金等調整前四半期純利益  912

法人税、住民税及び事業税  333

法人税等調整額  318

少数株主利益  16

四半期純利益  242
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前第１四半期連結累計期間 

（２）（要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

  
前年同四半期連結累計期間
（自 平成20年１月１日 

  至 平成20年３月31日） 

区分 金額（百万円）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益  912

減価償却費  1,400

売上債権の減少額  3,384

たな卸資産の減少額  1,292

仕入債務の減少 △3,034

退職給付引当金の減少額 △313

その他  1,256

小計  4,899

利息及び配当金の受取額  34

利息の支払 △30

法人税等の支払額 △661

営業活動によるキャッシュ・フロー  4,241

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △74

有価証券の売却・償還による収入  500

有形固定資産の取得による支出 △1,379

その他 △191

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,145

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純減少額 △1,890

自己株式の取得による支出 △0

親会社による配当金の支出額 △670

その他 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,562

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 △263

Ⅴ 現金及び現金同等物の減少額  270

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高  11,708

Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高  11,978

㈱ノーリツ（5943）平成21年12月期　第１四半期決算短信

－12－



 前第１四半期連結累計期間（平成20年１月１日～平成20年３月31日） 

  

 前第１四半期連結累計期間（平成20年１月１日～平成20年３月31日） 

 全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合がいずれも90％を超えるため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。 

  

 前第１四半期連結累計期間（平成20年１月１日～平成20年３月31日） 

 連結売上高に占める「海外売上高」の割合が10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

（３）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  

温水・空

調機器 

(百万円)

住設シス

テム機器

(百万円)

厨房機器

(百万円)

その他事

業 

(百万円)

計 

(百万円) 

消去又は

全社 

(百万円) 

連結 

(百万円)

Ⅰ．売上高及び営業利益               

売上高               

(1)外部顧客に対する売上

高 
33,727 4,626 5,117 2,296 45,768 － 45,768

(2)セグメント間の内部売

上又は振替高 
189 － － － 189 (189) －

計 33,916 4,626 5,117 2,296 45,957 (189) 45,768

営業費用 32,127 5,105 5,434 2,142 44,808 (174) 44,633

営業利益（△損失） 1,789 △479 △317 154 1,149 (14) 1,135

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕
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